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このままではいけないとい うわけで、新年早々、 ・「低温 」という畑に、 でっか い 『ゆめ 』の花を咲か
せてみよろ。(つ まり、1でっか い 「ほ ら」を吹いてみようということ)
そ こで、 「低温を極める」分野に関 して触れてみよ う。
現在、到達 している最 も低 い温度 は、核断熱消磁を用いることに よ って、冷凍温度10-5K(冷却温
度10-7K>であるそ うだ 。そ して、 低温 の世界の見識ある方 々の中には、 これが 「低温の底」であると
いう見方 もあるそうだ。それが もし事実であるな ら、 「低温を極める」ために残 され ているのは、冷凍
効率の良い冷却物質の開発や冷凍器の改良だけということになる。 これで は『ゆめ 』も何 もあ ったもの
ではない。
私は、む しろ 「低温に底があ ってた まるか」と声を大 き くして叫びたい。(た とえそれが 「ほ ら」で
あ ったとしても)
少な くとも、核冷却が 「低温の底」であることが厳密に証明されない限 りは、 『ゆめ 』をもちつづけ
たい。さらに言 うな らば、今 まで誰 も気づかなか った 『ゆめ 』の エン トロ ピー源 を発見 し、 『ゆめ 』の
冷凍法を考え出そ う。既存の冷凍法の改良などは、『ゆめ 』をみることを忘れた現実主義の人 々にまか
せておこう。た とえ、その新 しい冷凍法 で、核冷凍を超えることが出来な くても、悲観す ることはない。
「ゆめ追い人」には 「ゆめ追 い人」の喜びというものがあるはずた。
*****「
しか し、 もし不幸 にして、 『ゆめ 』にうなされて苦 しいときには一 そのときは、 しば らくの間、温
度を10gス ケ ールで表示するこどをやめ よう一 そうすれば、'1σ一5Kも10-7Kも絶対零度付近の些
細な争いに見えて くる。
そ して、気を大 きくもち直 して、 「低温を極め る」ことか らしば らく離れて、 「低温畑を耕す」 こと
に従事しよう。そこか ら得 られ る収穫は豊富セあろ う。そ して、その紋穫か ら適当な滋養分を摂取 し、
気力が充実す るのを待 って、それか ら再び 『ゆめ 』を追って野原に出か けよう。
「低温 における結晶 成長 のゆめ」
工学部 白 川
化合物半導体の光物性研究の過程で、液体窒素、液体ヘ リゥムとの付き合いが長いが、この小文を書
くに際し、低温および低温技術に関して、何 ら勉強 していない自分に驚いている。'低温での種々の研究
が始 った頃には、それに携った人々は、ほとんどが低温の専門家であり技術者にならざるをえなかった
と聞 くが、現在では、昨日まで液体窒素さえ見たこともなか った者でも、容易に液体ヘリウムを取扱う
ことができ、自身の実験測定に利用できる。この現状は過去の研究者にとっては、まきに夢であったこ
とと思われる。
さて、半導体結晶の物性研究に従事しているものにとっては、完全結晶の育成、格子欠陥や不純物の
一原子レベルでの制御は、一つの夢である。何年か前に、菅田先生も応用物理学会誌の巻頭言で、原子
を一つずつ運びかつ並べることにより完全結晶を作る時代がやがて訪れるだろうと書かれていたのを記
憶 している。これを実現する過程では、関係する物理量は、とてつもなく小さくなるものと大 きくなる
ものとに分れる事が予想される。一方、低温の世界は、多くの物理現象が古典力学で説明される室温の
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世界に対して、量子力学を用いて説明され得る現象がより鮮明に観測できる世界であり、これまで想像
もされなか った現象の起る世界である。現在、半導体結晶の多 くは、数百度以上の温度で育成されてい
るが、案外、まったく反対の低温で完全結晶が実現される可能性があるように思う。極低温での完全に
近い真空中で、量子論的物理量の制御に基いて、超微細な素子が作られる時代が到来するかも知れない。
超伝導現象に関しては、低温か らの脱出が試みられている。この現象の応用目的か らすれば、当然な
のかもしれないが、低温の世界にあるものを室温で実現させることと同時に低温の世界での理学の発展
と共に、工学の発展も大いに楽しみである。
低 温 と チ ョ ウ
工学部 白 藤 純 嗣
外国へ出かけた時には、出来るだけ時間を見つけてチョウに関する本を探すことにしている。チョウ
の種類や個体数、翅の色はその国の気候や風土を良く反映している。冬が長く、チ ョウにとって快適な
夏の短い地域では種類、個体数 も少なく、色合いも極めて地味である。そう言えば、英国に・→年間滞在
した時、郊外の住宅地や牧場でも滅多にチョウを見かけることはなか った。ッンドラ地帯やアルプス、
ヒマラヤのような山岳地域など、特に寒さの厳 しい寒冷地にも、派手ではないが眺めて見飽きない美し
いチョウがいる。氷河時代の遺物といわれるウスバシロチョウの仲間がそれである。特にアルプス連峰
の高地に棲息する種類にはアポロウスバアゲハという粋な名前がつけられている。後翅の赤い紋が太陽
の神アポロンを連想させ、玄人好みの翅の色合いやゆったりとした優雅な飛び方もアポロンの名にふさ
わしいと思われる。アポロウスバアゲハには非常に多 くの亜種や地方型がある。氷河期には平地も氷で
覆われることが多く、彼 らは広い範囲に分布していたと思われるが、氷冠の後退 とともに標高の高い寒
冷地に取り残され、何万年もの長い間、隔離状態が続いた結果、それぞれの山岳地域に特有の種が作ら
れたと思われる。わざわざ好き好んで寒いところを生活圏とすることはないように思われるが、氷河の
下の水溜りで生命のサイクルを繰り返すユスリカの仲間もいるようだか ら、それが生物の進化の複雑さ
なのであろう。
ある夏の終りに岩肌に生みつけられた卵はそのまま越冬する。翌夏、艀化した幼虫は婦となって2回
目の冬を過し、第3年 目の夏ようや く羽化 し、優雅な姿を現す。零下20度を越す極寒の氷河の下で卵や
蝋はどうして越冬できるのか興味があるが、その秘密は細胞液の凝固温度の低下と過冷却とである。細
胞液中にはグリセロールが含まれており、凝固点は氷点下17～18度にまで下っている。更に、外界の温
度と共に体温がゆっくり下ると過冷却状態となり、過冷却度は実に摂氏40度にも達するそうである。過
冷却液体の状態を保ちつつ、殆んど生活反応を示さない完全な冬眠状態で冬を越すと考えられる。液体
窒素に浸してカチカチに凍らした金魚を水で解かすと再び泳ぎだすという実験をどこかで見たことがあ
るように記憶している。この場合には、金魚の細胞内はどうなっているのであろうか。
過冷却状態のまま固相に転移するとガラスになる。ガラス状態は結晶と違 ってユニークではないので
構造や組成には大きな揺らぎがある。チ ョウでは個体間の差異は変異種や地方型として珍重されるが、
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